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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
立
教
大
学
財
務
部
経
理
課
が
所
蔵
す
る
資
料

「
収
納
簿
」⑴
の
概
要
を
紹
介
し
、
こ
の
資
料
を
も
と
に
在
籍
者
数

を
推
計
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
収
納
簿
」
は
学
生
か
ら
納
付
さ
れ

る
学
費
を
管
理
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
り
、
年
度
ご
と
に
作
成
さ

れ
、
経
理
担
当
部
署
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月

に
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
一
五
〇
年
史
編
纂
の
た
め
本

資
料
を
当
該
部
署
の
保
存
倉
庫
で
目
に
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の

歴
史
的
資
料
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
立
教
学
院
史
資
料
セ

ン
タ
ー
は
当
該
資
料
を
借
り
出
し
て
保
存
措
置
を
実
施
し
、
資
料

の
記
載
内
容
を
検
討
し
た
。
本
稿
は
そ
の
中
間
報
告
で
あ
る
。

　

旧
制
の
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
は
従
来
、『
文
部
省
年
報
』⑵
を

利
用
し
た
推
計
値
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。『
立
教
学
院
百
年
史
』

や
そ
れ
を
も
と
に
し
た
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
が
主
な
研
究
成
果

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
⑶
。
ま
た
、
在
籍
者
数
と
は
異
な
る
が
、
学

部
卒
業
生
数
（
一
九
〇
七
年
度
か
ら
一
九
四
八
年
度
ま
で
）、
予

科
修
了
者
数
（
同
期
間
）
お
よ
び
立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
の
卒

業
生
数
（
一
九
四
四
年
度
か
ら
一
九
四
九
年
度
ま
で
）
に
つ
い
て

は
、『
一
九
九
八
年
度
教
務
部
学
務
課
学
務
関
係
事
務
統
計
資
料
』

を
も
と
に
し
た
推
計
値
が
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
⑷
。

　

以
下
で
は
ま
ず
、「
収
納
簿
」
の
概
要
を
紹
介
し
、
つ
い
で
在

籍
者
数
推
計
の
た
め
の
資
料
操
作
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
次
に
一

九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
に
限
定
⑸
さ
れ
る
が
「
収

納
簿
」
か
ら
集
計
し
た
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
推
計
を
提
示
し
、

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の 

在
籍
者
数
推
計
（
一
）：
一
九
二
三
年
度
よ
り
一
九
三
〇
年
度
ま
で

宮 

川 

英 

一
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『
文
部
省
年
報
』
記
載
数
値
と
の
比
較
を
試
み
て
そ
の
差
異
に
言

及
す
る
。
最
後
に
、「
収
納
簿
」
に
み
ら
れ
る
退
学
や
除
名
な
ど

事
由
別
の
在
籍
者
数
推
計
と
「
外
国
人
姓
名
」（
定
義
は
後
述
）
の

年
度
別
・
所
属
別
の
推
計
を
示
し
た
い
。

（
一
）
資
料
概
要

　

今
回
、
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
財
務
部
経
理
課
所
蔵
資
料

「
収
納
簿
」
の
資
料
点
数
は
六
三
点
で
あ
る
。
資
料
は
線
装
さ
れ

て
い
る
も
の
と
、
資
料
に
綴
じ
穴
が
二
つ
開
け
ら
れ
、
単
に
紐
で

綴
ら
れ
て
る
も
の
に
分
か
れ
、
多
く
が
後
者
の
仕
様
で
保
存
さ
れ

て
い
る
。
資
料
の
作
成
年
は
、
推
定
で
旧
制
の
立
教
大
学
が
成
立

し
た
一
九
二
二
年
の
翌
年
に
あ
た
る
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
新
制

大
学
成
立
か
ら
四
年
後
に
あ
た
る
一
九
五
三
年
度
ま
で
で
あ
る
。

今
回
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
確
認
し
た
資
料
の
一
覧

は
、
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
度
の
資
料
表
紙
に
は

「
大
正
十
二
年
四
月
起　

授
業
料
及
舎
費
食
費
収
納
簿
」
と
あ
る

通
り
、
本
資
料
に
は
末
尾
に
宿
舎
利
用
者
名
簿
が
記
載
さ
れ
て
お

り
（
図
一
参
照
）、
こ
の
資
料
が
当
時
、
大
学
の
授
業
料
の
ほ
か

に
宿
舎
費
用
の
収
納
簿
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
度
か
ら
資
料
名
が
「
授
業

料
収
納
簿
」
に
変
更
す
る
が
、
宿
舎
費
用
の
収
納
に
関
す
る
記
録

は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
度
分
の
資
料
ま
で
記
載
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
度
ま
で
の
資
料
に
は
、
一

冊
の
な
か
に
学
部
と
予
科
の
ど
ち
ら
の
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
た

が
、
翌
年
か
ら
は
別
々
の
簿
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
戦
時
下
や
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
の
移
行
期
に
は
、
学

部
に
つ
い
て
は
一
年
度
一
冊
の
文
書
単
位
で
は
な
く
な
り
、
複
数

冊
に
わ
た
る
構
成
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

　
「
収
納
簿
」
の
収
録
項
目
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
よ
う
。
当
該

時
期
に
立
教
諸
学
校
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
立
教
中
学
校
を
除

い
て
、
旧
制
の
立
教
大
学
学
部
生
（
選
科
生
を
含
む
⑹
）、
予
科

生
、
大
学
院
生
（
研
究
科
生
）
お
よ
び
立
教
工
業
理
科
専
門
学
校

の
生
徒
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
各
年
度
の
「
収
納
簿
」
に
は
、
大

学
（
な
い
し
は
専
門
学
校
）
の
学
部
（
学
科
）
お
よ
び
学
年
ご
と

に
、
所
属
す
る
学
生
・
生
徒
の
姓
名
を
記
入
す
る
欄
（
以
下
、
姓 図一　「収納簿」表紙（1923 年度）
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表一　立教大学経理課所蔵「収納簿」一覧

No 資料名 No 資料名
01 大正十二年四月起　授業料及舎費食費収納簿 33〔昭和廿五年度　収納簿（一・二年）〕
02 大正十三年度　授業料及舎費食費収納簿 34 昭和廿五年度　収納簿（三・四年）
03 大正十四年度　授業料及舎費食費収納簿 35 昭和廿六年度　収納簿（一・二年）
04 大正十五年度　授業料及舎費食費収納簿 36 昭和廿六年度　収納簿（三・四年）
05 昭和二年度　授業料及舎費食費収納簿 37 昭和廿七年度　収納簿（一・二年）
06 昭和三年度　授業料及舎費食費収納簿 38 昭和廿七年度　収納簿（三・四年）
07 昭和四年度　授業料収納簿 39 昭和廿八年度　収納簿（一・二年）
08 昭和五年度　授業料収納簿 40 昭和廿八年度　収納簿（三・四年）
09 昭和六年度　授業料収納簿 41 昭和八年度　収納簿　豫科
10 昭和七年度　収納簿 42 昭和九年度　収納簿　豫科
11 昭和八年度　収納簿　学部 43 昭和十年度　収納簿　豫科
12 昭和九年度　収納簿　学部 44 昭和十一年度　収納簿　豫科
13 昭和十年度　収納簿　学部 45 昭和十二年度　収納簿　豫科
14 昭和十一年度三月卒　収納簿　学部 46 昭和十三年度　収納簿　豫科
15 昭和十二年度　収納簿　学部 47 昭和十四年度　収納簿　豫科
16 昭和十三年度　収納簿　学部 48 昭和十五年度　収納簿　（豫科）
17 昭和十四年度　収納簿　学部 49 昭和十六年度　収納簿　（豫科）
18 昭和十五年度　収納簿　（学部） 50 昭和十七年度　収納簿　（豫科）
19 昭和十六年度　収納簿　（学部） 51 昭和十八年度　収納簿　（豫科）
20 昭和十七年度　収納簿　（学部） 52 昭和十九年度　収納簿　（豫科）
21 昭和十七年十月　収納簿　（学部） 53 昭和二十一年度四月　収納簿　（豫科）
22 昭和十八年十月　収納簿　（学部） 54 昭和二十二年度　収納簿　豫科
23 昭和拾九年拾月　収納簿　学部 55 昭和二十三年度　収納簿　（豫科）
24 昭和二十年四月　収納簿　（学部） 56 昭和十九年度　収入簿〔理科専〕
25 昭和二十年四月　収納簿　〔予科〕 57 昭和二十年四月　収納簿〔理科専〕
26 昭和二十年十月　収納簿　（学部） 58 昭和二十一年度　収納簿〔理科専〕
27 昭和廿一年四月　収納簿　（学部） 59 昭和二十二年度　収納簿〔理科専〕
28 昭和廿一年十月　収納簿　（旧学三） 60 昭和二十三年度　収納簿〔理科専〕
29 昭和二十二年度　収納簿 61 昭和廿六年度四月　収納簿　大学院
30 昭和二十三年度　収納簿　（学部） 62 昭和廿七年度四月　収納簿　大学院
31 昭和廿四年度　収納簿　（一・二年） 63 昭和廿八年度四月　収納簿　大学院
32 昭和廿四年度　収納簿　（旧制）
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名
欄
）
と
夏
季
休
暇
に
あ
た
る
八
月
を
除
い
た
毎
月
の
学
費
納
入

状
況
が
記
載
さ
れ
た
欄
（
以
下
、
学
費
納
入
欄
）
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
記
載
者
は
学
部
・
予
科
別
お
よ
び
学
科
別
（
学
科
の
記
載

は
一
九
三
一
年
度
以
降
）
に
ま
と
め
ら
れ
、
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
年
度
ま
で
の
資
料
に
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
い
ろ
は
順

に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
も
の
に
は
五
音
順
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
学
費
納
入
の
有
無
は
、
専
用
の
受
領
印
に
よ
る
印
影
の
有
無

か
、
筆
か
ペ
ン
に
よ
る
記
号
や
日
付
の
記
入
に
よ
り
弁
別
で
き

る
。
学
費
納
入
の
遅
延
、
退
学
や
除
名
な
ど
学
費
未
納
に
関
す
る

事
由
に
つ
い
て
は
、
学
費
納
入
欄
に
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、

全
て
の
事
例
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
単
に
記
載

姓
名
に
朱
で
取
消
線
を
付
し
、
日
付
と
と
も
に
「
休
学
」、「
応

集
」、「
退
学
」、「
除
名
」、「
転
科
」
な
ど
と
だ
け
記
載
が
あ
る
場

合
や
、
た
だ
姓
名
に
取
消
線
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
み
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
資
料
は
、
姓
名
欄
と
学
費
納
入
欄
の
二
項
目
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
以
外
の
学
生
・
生
徒
の
基
本
情
報
で

あ
る
姓
名
の
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
出
身
学
校
、
戸
籍
や
保
証
人
名

な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
欄
外
に
関
連
情
報
の
書

き
込
み
⑺
が
み
ら
れ
、挟
み
込
ま
れ
た
資
料
や
貼
付
さ
れ
た
紙
片
⑻

も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
記
載
情
報
に
は
前
述
の
よ
う
な
限
界

は
あ
る
が
、
こ
の
学
内
資
料
を
用
い
て
在
籍
者
推
計
を
試
み
る
の

は
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
項
で
は
「
収
納
簿
」
を
利

用
し
た
在
籍
者
数
推
計
の
資
料
操
作
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

た
い
。

（
二
）
集
計
処
理
の
方
法

　
「
収
納
簿
」
か
ら
在
籍
者
を
推
計
す
る
た
め
に
本
稿
で
は
、
年

度
、
所
属
学
部
・
学
科
、
学
年
、
姓
名
、
学
費
完
納
の
有
無
、
資

料
記
載
者
の
「
在
籍
者
」・「
非
在
籍
者
」
の
弁
別
、
学
費
を
完
納

し
て
い
な
い
場
合
の
事
由
、「
外
国
人
姓
名
」
か
否
か
の
判
別
、

そ
の
他
の
書
き
込
み
事
項
を
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
し
た
。
こ
れ
ら

に
加
え
て
、
重
複
レ
コ
ー
ド
を
抽
出
す
る
た
め
、
姓
名
の
読
み
仮

名
を
推
定
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
し
た
。

　
「
在
籍
者
」・「
非
在
籍
者
」
の
区
分
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、

本
資
料
の
な
か
で
年
度
末
分
ま
で
の
学
費
の
納
付
が
確
認
で
き
た

者
は
学
費
完
納
者
と
み
な
し
、
こ
れ
に
休
学
者
と
、
特
待
生
な
ど

の
学
費
納
付
免
除
者
な
ど
を
加
え
た
ケ
ー
ス
を
本
稿
で
は
「
在
籍

者
」
と
区
分
し
、
年
度
末
ま
で
学
費
納
付
の
完
納
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
を
「
非
在
籍
者
」
と
区
分
し
た
。
加
え
て
、
単
に

資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
「
記
載
者
」
と
し
た
。
記
載

者
は
在
籍
者
・
非
在
籍
者
を
内
包
す
る
区
分
で
あ
る
。
な
お
、
在

籍
者
区
分
に
つ
い
て
は
、
事
由
の
記
載
が
な
く
、
年
度
末
ま
で
学

費
を
完
納
し
た
場
合
に
は
、「
な
し
」
の
ほ
か
、「
休
学
」
と
「
在

学
そ
の
他
」
の
三
つ
の
下
位
区
分
を
設
定
し
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し

た
。「
な
し
」
は
学
費
を
年
度
末
分
ま
で
納
付
し
た
者
で
特
に
休
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学
な
ど
の
事
由
記
載
が
な
い
ケ
ー
ス
を
指
し
、「
休
学
」
は
、
学

費
納
入
欄
に
「
休
学
」
記
載
が
あ
り
、
復
学
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

を
分
類
し
た
。「
在
学
そ
の
他
」
は
、
休
学
後
復
学
し
た
ケ
ー
ス

や
、
九
月
入
学
な
ど
年
度
の
中
途
よ
り
入
学
な
い
し
は
復
学
し
た

ケ
ー
ス
な
ど
、
全
期
間
の
納
付
印
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
分
類

し
た
。
な
お
こ
の
下
位
分
類
に
は
、
事
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が

姓
名
に
取
消
線
が
な
く
、
在
籍
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
者
を
含
め

た
。
次
に
非
在
籍
者
区
分
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
同
区
分
に
は
、

「
退
学
」、「
除
名
」、「
除
籍
」、「
死
亡
」、「
不
詳
そ
の
他
」
の
五

つ
の
下
位
区
分
を
設
定
し
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
が
、
資
料
に
休

学
、
退
学
、
除
名
、
除
籍
、
死
亡
と
い
っ
た
文
言
が
確
認
で
き
た

場
合
に
だ
け
「
退
学
」、「
除
名
」、「
除
籍
」、「
死
亡
」
区
分
を
採

用
し
た
。「
不
詳
そ
の
他
」
に
は
、
事
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
姓
名
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
こ
こ
に
分
類
し
た
。

こ
の
「
不
詳
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
た
事
例
に
は
、
一
定
期
間
に

わ
た
っ
て
学
費
納
付
の
押
印
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
な

お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
不
詳
そ
の
他
」
に
区
分
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
る
年
度
が
あ
る
。

　
「
外
国
人
姓
名
」
の
弁
別
方
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
本
資

料
に
は
記
載
者
の
戸
籍
の
記
載
が
な
い
た
め
確
実
な
弁
別
方
法
で

は
な
い
が
、
資
料
に
記
載
さ
れ
る
姓
名
の
う
ち
、
漢
字
圏
出
身
の

一
文
字
姓
と
判
別
で
き
る
者
（
分
か
ち
書
き
に
よ
る
姓
名
の
記
載

や
朝
鮮
・
中
国
で
使
用
さ
れ
る
人
名
漢
字
を
判
断
基
準
に
し
た
）、

も
し
く
は
姓
名
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
者
を
「
外
国
人
姓
名
」
と
見

な
し
、
そ
れ
を
他
の
姓
名
と
区
別
し
て
抽
出
し
た
。

　

在
籍
者
数
・
非
在
籍
者
数
と
資
料
記
載
者
数
の
集
計
に
あ
た
っ

て
は
な
お
、
重
複
や
誤
記
は
除
去
し
た
。
そ
の
た
め
、
資
料
に
記

載
さ
れ
た
件
数
（
資
料
内
で
記
入
の
あ
る
列
の
総
数
）
と
記
載
者

数
と
は
一
致
し
な
い
。
本
稿
が
今
回
処
理
し
た
、
一
九
二
三
年
度

か
ら
一
九
三
〇
年
度
の
八
分
冊
分
の
レ
コ
ー
ド
数
は
八
六
二
〇
件

で
あ
り
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
数
が
資
料
に
記
入
さ
れ
た
実
際
の
件
数

に
近
似
す
る
⑼
。

一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の 

立
教
大
学
在
籍
者
数
推
計

　

こ
こ
か
ら
は
「
収
納
簿
」
か
ら
抽
出
し
た
デ
ー
タ
の
集
計
値
よ

り
、
当
該
年
度
の
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
を
概
観
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
八
年
間
分
の
推
計
値
の
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
述
べ

る
。
そ
こ
で
一
九
二
七
年
度
の
予
科
第
三
学
年
の
新
設
に
よ
る
影

響
を
指
摘
す
る
。
つ
い
で
、『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
数
値
と
の

差
異
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（
三
）
推
計
値
の
概
観

　

こ
こ
で
は
本
稿
で
推
計
を
試
み
た
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三

〇
年
度
ま
で
の
立
教
大
学
在
籍
者
数
の
概
観
を
み
て
い
き
た
い
。
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当
該
各
年
度
の
基
礎
集
計
表
は
、
本
稿
末
尾
に
八
点
の
付
表
（
表

一
〇
）
と
し
て
掲
載
し
た
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
ず
「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
学
生
数
の
全
体
的
な
傾
向
を

み
て
い
き
た
い
。
年
度
別
の
記
載
者
か
ら
、
在
籍
者
数
と
非
在
籍

者
数
の
内
訳
と
そ
の
比
率
を
算
出
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
研
究

科
生
、
学
部
学
生
、
選
科
生
お
よ
び
予
科
生
徒
の
各
値
を
足
し
合

わ
せ
た
在
籍
者
数
（
表
二
（
A
））
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
一
千
人
を
超
え
る
の
は
一
九
二
八
年
度
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
記
載
者
数
に
対
す
る
非
在
籍
者
数
の
比
率
（
同
表
（
B
／

C
）
を
み
る
と
、
一
九
二
八
年
度
だ
け
が
二
割
以
上
を
占
め
て
お

り
、
同
年
度
を
頂
点
に
前
後
の
年
度
で
そ
の
比
率
が
高
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
実
数
の
推
移
を
み
る
と
（
同
表
（
B
））、
非
在
籍

者
数
は
一
九
二
九
年
度
と
一
九
三
〇
年
度
は
と
も
に
百
人
台
に
低

減
し
て
い
る
。
一
九
二
七
年
度
か
ら
一
九
二
九
年
度
に
か
け
て
見

ら
れ
る
、
在
籍
者
数
の
大
き
な
変
動
の
要
因
は
、
一
九
二
七
年
度

よ
り
予
科
文
科
、
予
科
商
科
と
も
に
第
三
学
年
が
新
設
さ
れ
、
予

科
定
員
数
は
三
〇
〇
人
か
ら
四
五
〇
人
に
増
員
さ
れ
た
こ
と
に
あ

る
（
一
九
二
八
年
度
に
は
定
員
数
が
六
〇
〇
人
に
変
更
さ
れ
た
）。

そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
表
三
の
年
度
別
学
部
別
学
年
別
在
籍

者
数
推
計
を
確
認
し
た
い
。
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度

ま
で
の
予
科
の
学
科
別
在
籍
者
数
推
計
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
値
で
あ
る
。
同
表
の
予
科
の
推
計
数
に

注
目
す
る
と
、
一
九
二
六
年
度
の
予
科
の
文
科
生
徒
数
と
商
科
生

徒
数
の
合
計
は
三
二
四
人
で
あ
る
が
、
翌
年
度
の
一
九
二
七
年
度

に
は
合
計
で
三
八
七
名
に
増
加
し
、
一
九
二
八
年
度
に
は
早
く
も

定
員
を
超
え
た
六
七
五
人
の
在
籍
者
数
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
予
科
の
年
度
別
の
内
訳
数
を
進
級
者
数
の
推
移
と
と
も
に

み
て
い
き
た
い
。「
収
納
簿
」
の
姓
名
の
記
載
を
前
年
度
の
記
載

と
対
照
す
る
と
、
予
科
第
三
学
年
が
新
設
さ
れ
た
初
年
度
に
あ
た

る
一
九
二
七
年
度
に
は
、
一
九
二
六
年
度
に
予
科
第
一
学
年
に
在

籍
し
た
生
徒
は
予
科
第
三
学
年
に
進
級
し
、
同
様
に
予
科
第
二
学

年
に
在
籍
し
た
生
徒
は
学
部
第
一
学
年
に
進
級
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
二
七
年
度
は
、
予
科
第
一
学
年
に
と

ど
ま
ら
ず
、
同
第
二
学
年
も
新
規
入
学
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
様
に
一
九
二
八
年
度
も
予
科
第
一
学
年

と
第
二
学
年
に
は
新
規
入
学
者
や
転
科
生
が
確
認
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
一
九
二
七
年
度
の
予
科
文
科
第
一
学
年
の
生
徒
数
は
二
七

人
で
あ
る
が
、
多
く
の
生
徒
が
上
級
学
年
に
進
級
を
経
た
と
推
測

さ
れ
る
翌
年
度
の
予
科
文
科
第
二
学
年
の
生
徒
数
は
五
三
人
を
数

え
る
。
こ
の
う
ち
、
三
〇
名
の
姓
名
が
前
年
度
の
「
収
納
簿
」
に

記
載
が
な
い
た
め
、
新
規
入
学
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
同
様

の
事
例
は
、
一
九
二
七
年
度
の
予
科
商
科
第
一
学
年
の
生
徒
数

（
九
四
人
）
と
翌
年
度
の
予
科
商
科
第
二
学
年
の
生
徒
数
（
一
六

三
人
）
を
比
較
す
る
場
合
（
推
定
さ
れ
る
新
規
入
学
者
数
は
八
五

人
）
や
、
一
九
二
八
年
度
の
予
科
商
科
第
一
学
年
の
生
徒
数
（
一

八
四
人
）
と
翌
年
度
の
商
科
第
二
学
年
の
生
徒
数
（
一
九
七
人
）
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表二　年度別在籍者数と非在籍者数推計
� （単位：人，%）

年度 （A）在籍者数 在籍者数比率
（A/C）

（B）非在籍者 非在籍者数比率
（B/C）

（C）記載学生数
（A+B）

1923 584 85.6 98 14.4 682
1924 680 91.6 62 8.4 742
1925 666 86.8 101 13.2 767
1926 723 91.6 66 8.4 789
1927 882 82.4 189 17.6 1071
1928 1080 78.1 303 21.9 1383
1929 1230 87.4 177 12.7 1407
1930 1311 89.2 159 10.8 1470
出典：付表一〇（一）～（八）より作成。
注：1）各年度の数値は学部学生数と予科生徒数の合計で選科学生を含む。
　　2）各年度の資料には誤記や重複が見られるが、それは除外した。
　　3）(A) 項の在籍者数は各年度末の学費完納者数に休学者数などを加えた人数を示す。
　　4）�(B) 項の非在籍者数は資料記載者のうち、退学、除名などの事由により年度末まで納付実

績がない者の人数を示す。事由詳細と内訳については表六参照。
　　5）�(C) 項の記載学生数は在籍者数と非在籍者数の合計値で、資料に見られる人数を指す。た

だし、重複や誤記は除いた。

表三　年度別学部学科別学年別在籍者数推計
� （単位：人）

学科
学年

年度
研究科

文学部本科 商学部本科
本科計

1 2 3 小計 1 2 3 小計
1923 25 22 6 53 92 91 52 235 288
1924 20 24 24 68 110 89 95 294 362
1925 6 40 16 25 81 110 107 81 298 379
1926 7 37 34 17 88 90 108 106 304 392
1927 5 22 33 32 87 103 87 106 296 383
1928 6 34 22 34 90 124 97 88 309 399
1929 2 42 29 24 95 135 120 95 350 445
1930 4 46 37 30 113 151 127 118 396 509

学科
学年

年度

予科文科 予科商科
予科計 合計

1 2 3 小計 1 2 3 小計
1923 35 20 55 128 113 241 296 584
1924 38 39 77 118 123 241 318 680
1925 28 32 60 128 93 221 281 666
1926 50 24 74 135 115 250 324 723
1927 27 46 34 107 94 162 131 387 494 882
1928 94 53 39 186 184 163 142 489 675 1080
1929 89 91 47 227 206 197 153 556 783 1230
1930 89 70 70 229 162 199 208 569 798 1311
典拠：付表一〇（一）～（八）より作成。
注：�「選科」学生は本科に含む。1923～1926年度の予科第3学年の空欄は、1927年度より予科第3
学年が新設されることから該当者がいないためである。1923～1924年度の研究科欄も空欄だ
が、史料に当該頁がない。合計は研究科、本科、予科の在籍者数の総和を示す。
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を
比
較
す
る
場
合
（
推
定
さ
れ
る
新
規
入
学
者
数
は
三
四
人
）
に

も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の
新
規
入
学
者
に
よ
る
増
加
数
が
、
前

年
度
の
在
籍
者
数
か
ら
の
純
増
と
し
て
当
該
年
度
の
在
籍
者
数
推

計
に
表
れ
な
い
（
た
と
え
ば
一
九
二
八
年
度
の
予
科
商
科
第
二
学

年
の
生
徒
数
が
純
増
の
一
七
九
人
で
は
な
く
、
一
六
三
名
に
と
ど

ま
る
）
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
該
年
度
に
進
級
す

る
ま
で
の
学
生
・
生
徒
が
退
学
や
除
名
と
い
っ
た
事
由
に
よ
り
進

級
し
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
こ
の
事
由
別
の
学
生
・

生
徒
数
の
分
布
は
後
述
す
る
。

　

次
に
当
該
年
度
の
立
教
大
学
在
学
者
数
の
全
体
的
傾
向
を
『
文

部
省
年
報
』
記
載
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
い
。
表
四
は
『
文
部
省

年
報
』
各
年
度
版
を
も
と
に
立
教
大
学
の
在
学
者
数
推
計
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
⑽
。
同
表
の
数
値
は
原
史
料
に
記
載
の
あ
る
、

「
学
生
生
徒
」
欄
の
数
値
を
元
に
算
出
し
、
外
国
人
に
つ
い
て
も

足
し
合
わ
せ
て
表
記
し
た
。
な
お
、
退
学
者
お
よ
び
死
亡
者
数
は

こ
こ
に
含
め
て
い
な
い
。
比
較
作
業
を
進
め
る
た
め
、「
収
納
簿
」

に
よ
る
在
籍
者
推
計
（
前
掲
表
三
）
と
、『
文
部
省
年
報
』
に
よ

る
在
籍
者
推
計
（
表
四
）
と
の
差
異
を
示
し
た
も
の
が
表
五
で
あ

る
。
表
五
の
各
値
が
正
の
場
合
は
、「
収
納
簿
」
に
よ
る
在
籍
者

推
計
値
が
『
文
部
省
年
報
』
記
載
数
値
よ
り
超
過
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
負
の
場
合
は
そ
の
逆
を
示
す
。
表
五
か
ら
ま
ず
両
学
部

の
本
科
在
籍
者
数
の
比
較
を
概
観
す
る
と
、
一
〇
人
以
上
の
大
き

な
差
異
が
確
認
で
き
る
の
は
一
九
二
三
年
度
の
商
学
部
と
一
九
二

九
年
度
の
文
学
部
の
値
で
あ
る
。
前
者
は
、
商
学
部
在
籍
者
数
で

四
九
名
の
差
異
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
「
収
納
簿
」
推
計
に

お
け
る
同
年
度
の
商
学
部
第
三
学
年
の
数
値
で
あ
る
五
二
名
と
近

似
す
る
。
一
九
二
三
年
度
の
『
文
部
省
年
報
』
に
は
、
立
教
大
学

の
商
学
部
第
三
学
年
の
在
籍
者
数
（「
大
正
十
年
ニ
入
学
ノ
者
）

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
差
異
が
発
生
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
大
正
十
年
度
入
学
者
は
、
大
学
令
に
よ
る
立

教
大
学
成
立
以
前
の
入
学
者
の
た
め
、『
文
部
省
年
報
』
の
当
該

欄
よ
り
除
外
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
⑾
。
後
者
は
一
九
二
九
年
度

の
文
学
部
の
差
異
で
▲
マ
イ
ナ
ス一
六
人
が
確
認
で
き
る
が
、
当
該
年
度
の

文
学
部
第
一
学
年
が
「
収
納
簿
」
で
は
四
二
人
で
あ
る
の
に
対

し
、『
文
部
省
年
報
』
で
は
五
三
人
を
計
上
し
て
い
る
。
文
学
部

第
一
学
年
の
差
異
は
一
一
人
で
あ
り
、
こ
の
学
年
の
数
値
だ
け
で

▲
一
六
人
と
い
う
差
異
の
す
べ
て
は
説
明
で
き
な
い
が
、
こ
の
差

異
が
発
生
し
た
原
因
の
一
つ
に
は
、『
文
部
省
年
報
』
の
集
計
時

期
と
、
本
「
収
納
簿
」
推
計
の
集
計
時
期
と
の
違
い
に
よ
る
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。『
文
部
省
年
報
』
で
は
当
該
年
度
の
三
月
一
日

現
在
の
数
値
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
本
稿
の

「
収
納
簿
」
推
計
で
は
資
料
操
作
上
の
限
界
に
よ
り
、
三
月
一
日

在
籍
者
と
同
月
末
日
在
籍
者
と
を
弁
別
せ
ず
に
在
籍
者
数
を
計
上

し
た
。
当
該
年
度
の
文
学
部
第
一
学
年
に
は
、
学
費
を
完
納
し
な

が
ら
も
三
月
二
日
以
後
に
退
学
し
た
ケ
ー
ス
が
一
三
人
分
確
認
で

き
る
た
め
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
扱
い
の
差
異
に
よ
り
推
計
値
が
異
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表四　『文部省年報』による立教大学在籍者数推計（1923～1930年度）
学科

年度
研究科 文学部

文学 商学 小計 宗教学科 哲学科 英文科 史学科 小計
1923 15 6 24 45
1924 18 7 35 60
1925 1 2 3 17 8 40 8 73
1926 5 3 8 13 12 41 11 77
1927 3 7 10 14 12 44 15 85
1928 2 3 5 18 9 47 12 86
1929 2 1 3 23 5 68 13 109
1930 1 2 3 24 6 55 27 112

学科
年度

商学部 選科 予科
商学科 経済学科 小計 文学 商学 小計 大学予科 総計

1923 183 183 4 3 7 264 499�
1924 160 130 290 8 3 11 284 645�
1925 155 146 301 6 1 7 276 660�
1926 160 146 306 8 8 283 682�
1927 129 168 297 4 1 5 400 797�
1928 134 174 308 3 1 4 564 967�
1929 163 191 354 2 2 614 1082�
1930 212 193 405 1 1 682 1203�
典拠：『文部省年報』上巻、1923年度～1930年度。
注：1）外国人数を含む。
　　2）�1923年度選科は文学部商学部の「生徒」表記の数値より算出した。
　　3）�空欄は記載なしを示す。なお、商学部経済学科の設置は1924年度、文学部史学科の設置は

1925年度である。

表五　「収納簿」記載在籍者数と『文部省年報』記載数値との差異
� （単位 : 人）

年度 研究科 文学部 商学部 予科 合計
1923 0 4 49 32 85
1924 0 0 1 34 35
1925 3 2 -4 5 6
1926 -1 3 -2 41 41
1927 -5 -2 -2 94 85
1928 1 1 0 111 113
1929 -1 -16 -4 169 148
1930 1 0 -9 116 108

典拠：表三、表四より作成。
注：1）値が正の場合は『文部省年報』の数値に対して「収納簿」数値が超過していることを示す。
　　2）表四の選科生の数値は各学部の学生数に繰り入れた。
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な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
学
部
生
よ
り
も
推
計
値
の
差
異
が
顕
著
な
の
が
予
科
生

徒
の
推
計
値
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で

の
い
ず
れ
の
年
度
で
も
「
収
納
簿
」
記
載
の
在
籍
者
数
が
『
文
部

省
年
報
』
記
載
の
数
値
を
超
過
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
予
科
第

三
学
年
の
新
設
時
に
あ
た
る
一
九
二
七
年
度
に
は
九
四
人
の
超
過

を
示
し
て
お
り
、
そ
の
後
三
年
間
は
一
〇
〇
人
を
超
え
た
差
異
を

維
持
し
て
い
る
。
こ
の
差
異
が
生
じ
た
理
由
を
本
稿
で
は
他
の
学
内

資
料
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
予
科
在
学
者

数
が
定
員
（
一
九
二
六
年
度
ま
で
が
四
〇
〇
名
、
一
九
二
七
年
度

に
四
五
〇
人
、
一
九
二
八
年
度
以
降
が
六
〇
〇
名
）
よ
り
も
超
過

し
て
い
た
事
実
は
、
一
九
二
九
年
度
と
一
九
三
〇
年
度
の
『
文
部

省
年
報
』
記
載
数
値
（
表
四
参
照
）
の
ほ
か
、
一
九
三
〇
年
の
公

文
書
に
お
い
て
、
予
科
定
員
が
六
〇
〇
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
現

在
数
が
六
五
〇
人
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
⑿
。

　
「
収
納
簿
」
を
用
い
た
在
籍
者
推
計
か
ら
は
、
立
教
大
学
予
科

に
お
け
る
在
籍
者
数
（
各
年
度
末
在
籍
者
数
）
は
『
文
部
省
年

報
』
の
数
値
（
各
年
度
三
月
一
日
現
在
）
を
上
回
っ
て
お
り
、
予

科
定
員
数
の
超
過
は
予
科
第
三
学
年
の
設
立
の
翌
年
よ
り
現
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
四
）
事
由
別
記
載
者
数
推
計

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、「
収
納
簿
」
に
見
ら
れ
る
退
学
や
除
名
な
ど

の
事
由
を
整
理
し
、
次
に
学
年
別
事
由
別
の
在
籍
者
数
を
示
し
た

い
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
「
収
納
簿
」
に
見
ら
れ
る
事
由
は
、
資

料
概
要
で
触
れ
た
と
お
り
必
ず
し
も
標
準
化
さ
れ
た
記
述
で
は
な

い
。
退
学
や
除
名
な
ど
の
事
由
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
る
と
、

「
昭
和
二
年
二
月
廿
一
日
退
学
」（
一
九
二
六
年
度
文
学
部
本
科
一

年
生
）、「
春
季
登
校
セ
サ
ル
ニ
由
リ
昭
和
二
年
一
月
廿
日
除
名
」

（
同
予
科
文
科
二
年
生
）、「
除
籍
（
無
由
ナ
レ
ド
モ
復
学
ノ
見
込

ミ
ナ
シ
）、
昭
和
参
年
弐
月
廿
日　

除
名
」（
一
九
二
七
年
度
商
学

部
本
科
一
年
生
）、「
昭
和
三
年
十
月
十
二
日
付
退
学
（
ロ
ク
マ
ク

炎
ノ
為
）」（
同
予
科
商
科
一
年
生
）、「
除
名　

学
則
二
十
三
条
ニ

拠
リ　

昭
和
二
年
十
月
廿
四
日
」（
同
予
科
商
科
三
年
生
）
と
い
っ

た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
最
後
の
事
例
に
み
ら
れ
る
「
学
則
二

十
三
条
」
と
は
、
立
教
大
学
の
「
学
則
」
第
二
十
三
条
の
除
名
規

定
を
指
し
て
い
る
⒀
。
な
お
、
退
学
に
つ
い
て
は
除
名
と
同
様

に
、
学
則
で
規
定
が
あ
る
が
（
学
則
第
二
十
二
条
）、
除
籍
に
つ

い
て
は
学
則
上
に
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
収
納
簿
」
上
で
は
除
名
も
除
籍
も
そ
れ
ぞ
れ
遣
い
分
け
が
み
ら

れ
る
の
で
、
本
推
計
で
は
こ
れ
を
別
々
に
分
類
し
て
集
計
し
た
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
事
由
を
「（
二
）

集
計
処
理
の
方
法
」
の
項
目
で
前
述
し
た
事
由
分
類
を
も
と
に

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
、
年
度
別
に
学
生
数
の
推
計
値
を
集
計
し
た

も
の
が
表
六
で
あ
る
。
同
表
の
う
ち
、
在
籍
者
小
計
お
よ
び
非
在

籍
者
小
計
の
各
推
計
値
は
概
観
部
分
で
前
述
し
た
通
り
、
一
九
二
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八
年
度
を
頂
点
に
前
後
の
年
度
で
記
載
者
数
に
対
す
る
非

在
籍
者
数
の
割
合
が
高
い
。
ど
の
事
由
が
非
在
学
者
数
の

数
値
を
押
し
上
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す

る
た
め
、
一
九
二
八
年
度
の
事
由
別
の
内
訳
を
見
て
み
る

と
、
退
学
（
六
六
人
）
や
除
名
（
六
二
人
）
と
と
も
に
不

詳
そ
の
他
（
一
四
三
人
）
が
事
由
と
し
て
突
出
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九
二
七
年
度
の
事
由
別

の
分
布
で
も
同
様
に
み
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
一
九
二
八
年
度
で
「
不
詳
そ
の
他
」
に
区
分
さ

れ
た
ケ
ー
ス
を
、
後
掲
の
付
表
一
〇
（
六
）
よ
り
所
属
学

部
と
学
年
に
分
け
て
検
討
す
る
と
、
予
科
商
科
一
年
生
の

四
六
人
、
同
二
年
生
の
四
四
人
、
予
科
文
科
一
年
生
の
三

六
人
、
同
二
年
生
の
一
五
人
が
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
当
該
年
度
の
予
科
を
中
心

と
し
た
、「
不
詳
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
る
四
ケ
ー
ス
の

合
計
は
一
四
一
名
で
あ
り
、
同
年
の
「
不
詳
そ
の
他
」
の

合
計
値
の
ほ
ぼ
全
て
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に

限
っ
て
「
収
納
簿
」
上
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
詳
述
す
る

と
、
そ
の
多
く
が
「
収
納
簿
」
上
で
は
姓
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
取
消
線
を
付
さ
れ
、
四
月
分
か
ら
学
費
の
納
付

印
や
納
付
日
時
の
記
載
が
認
め
ら
れ
な
い
。
姓
名
の
記
載

が
単
な
る
誤
記
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

記
載
内
容
は
当
時
、
入
学
予
定
者
の
姓
名
が
「
収
納
簿
」

表六　年度別事由別推計者数� （単位：人，%）

事由

年度

事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小
計＋非在学
者小計）

事由別在籍者内訳

なし 休学 在学
その他

在学者
小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳

その他
非在籍者
小計

1923 553 21 10 584 28 55 0 3 12 98 682
81.1 3.1 1.5 85.6 4.1 8.1 0.0 0.4 1.8 14.4 100.0

1924 632 17 31 680 25 7 8 6 16 62 742
85.2 2.3 4.2 91.6 3.4 0.9 1.1 0.8 2.2 8.4 100.0

1925 635 14 17 666 36 31 1 4 29 101 767
82.8 1.8 2.2 86.8 4.7 4.0 0.1 0.5 3.8 13.2 100.0

1926 689 20 14 723 23 24 1 5 13 66 789
87.3 2.5 1.8 91.6 2.9 3.0 0.1 0.6 1.6 8.4 100.0

1927 832 33 17 882 62 40 4 4 79 189 1071
77.7 3.1 1.6 82.4 5.8 3.7 0.4 0.4 7.4 17.6 100.0

1928 1050 25 5 1080 66 62 27 5 143 303 1383
75.9 1.8 0.4 78.1 4.8 4.5 2.0 0.4 10.3 21.9 100.0

1929 1181 47 2 1230 81 34 41 5 16 177 1407
83.8 3.3 0.1 87.3 5.9 2.4 2.9 0.4 1.1 12.7 100.0

1930 1250 55 6 1311 71 28 26 4 30 159 1470
85.0 3.7 0.4 89.2 4.8 1.9 1.8 0.3 2.0 10.8 100.0

出典：付表一〇（一）～（八）より作成。
注：上段は推計者数実数、下段は記載者合計に対する構成比率（小数点第2位以下切り捨て）。
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に
記
載
さ
れ
た
の
ち
、
実
際
に
は
立
教
大
学
予
科
に
就
学
せ
ず
、

四
月
分
か
ら
の
授
業
料
の
納
付
も
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
生

じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
予
科
第
一
学
年
、
同
第
二
学
年

で
多
く
み
ら
れ
た
こ
の
「
不
詳
そ
の
他
」
の
ケ
ー
ス
は
予
科
入
試

や
入
試
合
格
者
の
学
校
選
択
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
そ
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
研
究
科
、
本
科
、
予
科
の
所
属
別
に
区
分
し
た
年
度
別

の
非
在
籍
者
数
を
み
る
と
表
七
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
度

以
降
、
予
科
第
三
学
年
の
新
設
に
よ
り
予
科
生
徒
数
が
学
部
本
科

学
生
数
を
大
き
く
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
予
科
生
徒
の
非

在
学
者
数
も
当
然
、
年
度
を
追
う
毎
に
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

非
在
籍
者
数
に
お
け
る
本
科
と
予
科
の
比
率
を
単
純
に
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
表
七
に
あ
る
通
り
、
非
在
籍
者
数
全
体
に

対
す
る
予
科
の
非
在
籍
者
数
の
割
合
は
、
す
べ
て
の
年
度
で
六
割

以
上
を
占
め
、
と
り
わ
け
、
予
科
第
三
学
年
の
新
設
時
に
あ
た
る

一
九
二
七
年
度
と
そ
の
翌
年
は
八
割
を
超
え
て
い
た
。

　

以
上
の
「
収
納
簿
」
に
み
え
る
事
由
別
、
所
属
別
の
非
在
籍
者

数
の
傾
向
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度

ま
で
の
立
教
大
学
に
お
け
る
非
在
籍
者
数
は
、
予
科
生
徒
が
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
と
概
括
で
き
、
そ
の
流
動
性
の
高
さ
は
、
と

り
わ
け
、
予
科
第
三
学
年
の
新
設
時
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
と
指
摘

で
き
る
。

表七　年度別所属別非在籍者数
� （単位 : 人，%）

年度 研究科 比率 本科 比率 予科 比率 合計 比率
1923 25 25.5 73 74.5 98 100.0
1924 13 21.0 49 79.0 62 100.0
1925 0 0.0 26 25.7 75 74.3 101 100.0
1926 0 0.0 21 31.8 45 68.2 66 100.0
1927 4 2.1 26 13.8 159 84.1 189 100.0
1928 4 1.3 28 9.2 271 89.4 303 100.0
1929 0 0.0 47 26.6 130 73.4 177 100.0
1930 0 0.0 48 30.2 111 69.8 159 100.0

出典：付表一〇（一）～（八）より作成。
注：1923年度と1924年度の研究科は原資料に該当頁なし。
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（
五
）「
外
国
人
姓
名
」
在
籍
者
数
推
計

　

本
項
で
は
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」

の
在
籍
者
数
推
計
を
概
観
し
た
い
。「
外
国
人
姓
名
」
の
定
義
に

つ
い
て
は
、（
二
）
で
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
二

三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者

数
と
非
在
籍
者
数
の
全
体
的
な
分
布
を
み
る
と
、
表
八
の
通
り
で

あ
る
。
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
一
貫
し
て
、

「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
数
（
表
八
（
A
））
は
二
〇
人
台
以
上

を
示
し
、
最
高
値
は
一
九
二
七
年
度
と
一
九
二
八
年
度
の
四
二
人

で
あ
る
。
退
学
者
や
除
名
者
を
計
上
し
た
非
在
籍
者
も
一
定
数
存

在
し
、
と
り
わ
け
一
九
二
三
年
度
の
関
東
大
震
災
時
の
一
九
名
が

最
高
値
で
あ
る
。
在
籍
者
数
と
非
在
籍
者
数
を
足
し
合
わ
せ
た

「
収
納
簿
」
記
載
者
数
は
三
〇
人
台
か
ら
五
〇
人
台
ま
で
で
推
移

し
て
お
り
、
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」

の
学
生
・
生
徒
数
は
、
一
定
の
規
模
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

次
に
、
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」
の

在
籍
者
と
記
載
者
を
、
年
度
別
・
学
部
学
科
別
・
学
年
別
の
分
布

を
み
て
み
る
と
、
表
九
（
一
）
と
表
九
（
二
）
の
通
り
で
あ
る
。

「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
数
の
学
部
本
科
お
よ
び
予
科
の
内
訳

を
確
認
す
る
と
、
一
九
二
三
年
度
と
一
九
二
四
年
度
は
学
部
本
科

学
生
数
が
予
科
生
徒
数
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
一
九
二
五
年
度
以

降
は
そ
れ
が
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
期
に
お
け
る
立
教
大

表八　年度別「外国人姓名」の在籍者数・非在籍者数推計と
　　　『文部省年報』記載外国人在籍者数
� （単位：人）

年度 （A）在籍者数 （B）非在籍者 （C）記載学生数（A+B） (D) 文部省年報
1923 26 19 45 6
1924 32 1 33 6
1925 33 1 34 6
1926 37 8 45 8
1927 42 12 54 6
1928 42 17 59 2
1929 36 14 50 2
1930 41 12 53 2

出典：�立教大学「収納簿」（1923年度～1930年度）および『文部省年報』（1923年度～1930年度）
より作成。

注：1）�「外国人姓名」とは資料に記載される姓名のうち、漢字圏出身の1字姓と判別できる者もし
くは姓名がカタカナ表記の者の集計値を示す。

　　2）（D）の文部省年報は、同年報記載の外国人在籍者数を示す。
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表九（一）年度別学部学科別学年別立教大学「外国人姓名」在籍者数推計 （単位：人）
学科・学年

年度 研究科
文学部本科 商学部本科

本科計
1年 2年 3年 小計 1年 2年 3年 小計

1923 4 3 0 7 3 0 1 4 11
1924 2 6 2 10 3 3 0 6 16
1925 1 7 2 6 15 3 3 3 9 24
1926 5 8 6 2 16 0 3 3 6 22
1927 3 2 6 6 14 1 1 3 5 19
1928 1 3 2 5 10 3 1 1 5 15
1929 0 1 2 1 4 4 2 1 7 11
1930 1 0 1 2 3 5 2 2 9 12

学科・学年
年度

予科文科 予科商科
予科計 合計

1年 2年 3年 小計 1年 2年 3年 小計
1923 8 3 11 2 2 4 15 26
1924 2 9 11 2 3 5 16 32
1925 2 5 7 1 0 1 8 33
1926 6 1 7 2 1 3 10 37
1927 0 5 4 9 3 7 1 11 20 42
1928 8 1 4 13 1 6 6 13 26 42
1929 5 4 1 10 6 2 7 15 25 36
1930 7 5 3 15 2 7 4 13 28 41

出典：立教大学「収納簿」（1923年度～1930年度）より作成。
注：選科は本科に含む。

表九（二）　年度別学部学科別学年別立教大学「外国人姓名」記載者数集計 （単位：人）
学科・学年

年度 研究科 文学部本科 商学部本科 本科計1年 2年 3年 小計 1年 2年 3年 小計
1923 4 3 0 7 5 0 1 6 13
1924 2 6 2 10 3 3 0 6 16
1925 1 8 2 6 16 3 3 3 9 25
1926 5 10 6 2 18 0 4 3 7 25
1927 4 3 8 7 18 1 1 3 5 23
1928 2 6 5 5 16 3 1 1 5 21
1929 0 4 3 1 8 7 3 1 11 19
1930 1 1 3 3 7 6 3 2 11 18

学科・学年
年度

予科文科 予科商科 予科計 合計1年 2年 3年 小計 1年 2年 3年 小計
1923 12 9 21 6 5 11 32 45
1924 2 9 11 3 3 6 17 33
1925 2 5 7 1 0 1 8 34
1926 9 2 11 3 1 4 15 45
1927 3 6 5 14 4 8 1 13 27 54
1928 13 4 4 21 3 6 6 15 36 59
1929 9 6 1 16 6 2 7 15 31 50
1930 9 8 3 20 2 8 4 14 34 53

出典：立教大学「収納簿」（1923年度～1930年度）より作成。
注：選科は本科に含む。
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学
在
籍
者
数
全
体
の
傾
向
と
同
じ
で
あ
り
、
予
科
生
徒
数
の
全
体

の
規
模
が
拡
大
す
る
に
し
た
が
っ
て
、「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍

者
数
も
拡
大
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
表
九
（
二
）

の
記
載
者
数
の
分
布
で
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
表
九
（
一
）
の
分
布
で
興
味
深
い
点
は
、「
外
国
人
姓
名
」

の
研
究
科
生
の
在
籍
者
数
で
あ
る
。
前
掲
表
三
の
立
教
大
学
全
体

に
お
け
る
研
究
科
の
在
籍
者
数
と
表
九
（
一
）
記
載
の
「
外
国
人

姓
名
」
の
研
究
科
在
籍
者
数
と
を
比
較
す
る
と
、「
外
国
人
姓
名
」

の
在
籍
者
が
研
究
科
在
籍
者
数
の
半
数
以
上
を
占
め
る
年
度
が
あ

る
こ
と
が
分
か
る
（
一
九
二
六
年
度
と
一
九
二
七
年
度
）。
研
究

科
在
籍
者
数
は
当
該
年
度
間
で
い
ず
れ
も
一
〇
名
に
満
た
な
い

が
、「
外
国
人
姓
名
」
の
学
生
が
立
教
大
学
研
究
科
に
お
い
て
も

一
定
の
規
模
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
「
外
国
人
姓
名
」
の
出
身
地
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

前
述
し
た
と
お
り
、「
収
納
簿
」
に
は
戸
籍
の
記
載
は
な
く
、
こ

の
資
料
だ
け
で
は
「
外
国
人
姓
名
」
の
学
生
・
生
徒
の
出
身
地
域

を
推
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
収
納
簿
」
記
載
の
「
外

国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
数
の
推
計
値
（
表
八
（
A
））
と
『
文
部

省
年
報
』
記
載
の
外
国
人
在
籍
者
数
（
表
八
（
D
））
と
を
比
較

す
る
と
、
表
八
に
あ
る
と
お
り
「
収
納
簿
」
と
『
文
部
省
年
報
』

の
外
国
人
在
籍
者
数
に
大
き
な
乖
離
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
収
納
簿
」
の
「
外
国
人
姓
名
」
推
計
値
に
は
日
本
の
旧
植
民
地

出
身
者
が
含
ま
れ
る
一
方
で
、『
文
部
省
年
報
』
の
外
国
人
集
計

値
に
は
日
本
国
籍
者
で
あ
る
旧
植
民
地
出
身
者
が
含
ま
れ
ず
、
外

国
籍
の
学
生
・
生
徒
だ
け
を
掲
載
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

『
文
部
省
年
報
』
に
こ
の
国
籍
上
の
弁
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭

に
置
く
と
、
以
下
の
推
定
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
外
国
人
在
籍
者
数
は
年
度
を
追
う

毎
に
減
少
傾
向
を
示
す
一
方
で
、「
収
納
簿
」
記
載
の
「
外
国
人

姓
名
」
の
在
籍
者
数
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
た
め
、「
収
納

簿
」
に
み
ら
れ
る
立
教
大
学
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
は
年

度
を
重
ね
る
た
び
に
旧
植
民
地
出
身
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、「
収
納
簿
」
記
載
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
う
ち
、
カ
タ

カ
ナ
表
記
の
ケ
ー
ス
は
、
一
九
二
九
年
度
と
一
九
三
〇
年
度
に
そ

れ
ぞ
れ
一
件
（
一
九
二
九
年
度
に
予
科
文
科
第
二
学
年
、
一
九
三

〇
年
度
に
予
科
第
三
学
年
に
在
籍
し
た
同
一
人
物
）
だ
け
確
認
で

き
た
。
そ
の
た
め
、『
文
部
省
年
報
』
上
の
外
国
人
在
籍
者
数
の

ほ
と
ん
ど
が
「
収
納
簿
」
上
の
漢
字
表
記
の
「
外
国
人
姓
名
」
の

学
生
・
生
徒
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
一
九
二
三

年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
が
、『
文
部
省
年

報
』
に
み
ら
れ
る
立
教
大
学
の
外
国
人
学
生
・
生
徒
は
、
漢
字
文

化
圏
の
出
身
者
を
中
心
と
し
た
留
学
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
⒁
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
立
教
大
学
財
務
部
経
理
課
が
所
蔵
す
る
「
収
納
簿
」

の
資
料
的
特
徴
と
そ
の
価
値
を
紹
介
し
、
同
資
料
を
用
い
て
一
九

二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
立
教
大
学
在
籍
者
数
の
推

計
を
試
み
た
。
集
計
処
理
の
方
法
や
具
体
的
な
数
値
の
再
掲
は
割

愛
す
る
が
、
本
稿
で
言
及
し
た
諸
点
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
。
第
一
に
、「
収
納
簿
」
か
ら
推
計
し
た
在
籍
者
数
は
、『
文

部
省
年
報
』
を
用
い
た
従
来
の
推
計
と
は
異
な
り
、
よ
り
多
く
の

学
生
・
生
徒
が
当
時
の
立
教
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
二
七
年
度
の
予
科
第
三

学
年
の
新
設
時
以
後
、「
収
納
簿
」
推
計
に
よ
る
予
科
生
徒
の
在

籍
者
数
は
『
文
部
省
年
報
』
の
記
載
値
と
大
き
く
乖
離
し
た
数
値

を
示
し
た
（
表
五
）。
第
二
に
、
事
由
別
の
在
籍
者
と
非
在
籍
者

の
推
計
を
年
度
別
、
学
部
・
学
科
別
に
お
こ
な
い
、
そ
の
集
計
を

本
稿
末
の
付
表
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。
付
表
を
も
と
に
非
在
籍

者
数
の
年
度
別
の
傾
向
を
研
究
科
・
本
科
・
予
科
の
所
属
別
に
分

け
て
検
討
し
た
結
果
、
研
究
科
や
本
科
学
生
よ
り
も
予
科
生
徒
が

退
学
や
除
名
と
な
る
傾
向
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
（
表
七
）。
第

三
に
、「
収
納
簿
」
に
み
ら
れ
る
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
学
者
数

の
推
計
を
年
度
別
、
学
部
・
学
科
別
に
お
こ
な
っ
た
。『
文
部
省

年
報
』
に
記
載
が
あ
る
、
当
該
年
度
に
お
け
る
立
教
大
学
の
外
国

人
在
籍
者
数
と
本
推
計
と
は
大
き
く
値
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
差
異
が
生
ま
れ
た
要
因
と
し
て
は
『
文
部
省
年
報
』
の

当
該
数
値
が
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
日
本
の
旧
植
民
地
出
身
者
を
含
ま

な
い
値
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
差
異
を
用
い

て
立
教
大
学
に
お
け
る
当
該
年
度
間
の
在
籍
者
に
は
旧
植
民
地
出

身
者
が
一
定
数
存
在
し
、
そ
れ
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　

最
後
に
課
題
を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
本
稿
で
は
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
、
一
九
三
一
年
度
以
降
の
在
籍
者
数
推
計
を
早

急
に
取
り
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
第
四
項
で
論
じ

た
非
在
籍
者
の
下
位
区
分
に
分
類
上
の
課
題
が
あ
る
。
本
稿
で

は
、「
退
学
」
や
「
除
名
」
と
い
っ
た
就
学
実
績
が
短
期
間
で
も

認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
、「
不
詳
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
ケ
ー
ス

の
よ
う
に
ま
っ
た
く
就
学
実
績
が
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ケ
ー

ス
と
を
同
じ
分
類
に
含
め
て
分
析
し
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

学
生
・
生
徒
の
月
別
の
就
学
実
績
を
念
頭
に
置
い
た
指
標
を
用
い

て
両
者
を
弁
別
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
デ
ー
タ
処
理
時

の
作
業
量
が
膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ス
を
分
け
て
論
じ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注⑴ 
経
理
課
所
蔵
の
当
該
資
料
は
時
期
に
よ
り
資
料
名
に
変
遷
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
「
収
納
簿
」
と
呼
称
す
る
。

⑵ 

本
稿
が
利
用
し
た
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
『
文
部
省
年
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利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

⑹ 

選
科
生
と
は
、
立
教
大
学
学
則
に
記
載
が
あ
る
聴
講
生
制
度
に
よ
り
在
籍
し
た

生
徒
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
一
二
月
の
「
進
達
願
」
所
載
の
「
学
則
」
第
七
章
に

「
傾
聴
生
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
（『
立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三

巻
、
立
教
大
学
、
一
九
九
九
年
、
四
一
頁
）、
後
年
の
「
学
則
」
に
も
お
お
よ
そ

同
内
容
の
文
言
で
第
七
章
に
「
選
科
生
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
立
教
大

学
「
大
正
拾
参
年　

学
則
」、
三
一
頁
以
下
）。
旧
制
立
教
大
学
の
選
科
生
は
「
各

学
部
ニ
於
テ
所
定
ノ
学
科
目
中
其
ノ
一
科
目
又
ハ
数
科
目
ノ
選
修
ヲ
出
願
ス
ル
者

ア
ル
ト
キ
ハ
設
備
ニ
余
裕
ア
ル
場
合
ニ
限
リ
選
科
生
ト
シ
テ
聴
講
ヲ
許
ス
コ
ト
ア

ル
ベ
シ
」（
学
則
第
六
十
九
条
）
と
さ
れ
、
そ
の
入
学
者
数
に
は
制
限
が
あ
っ
た

が
、「
選
科
生
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
正
科
学
生
同
様
ノ
手
続
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
」（
同

第
七
十
一
条
）、「
選
科
生
ハ
正
科
生
ト
同
額
ノ
授
業
料
ヲ
納
ム
ベ
シ
」（
同
第
七

十
二
条
）
と
規
定
が
あ
る
よ
う
に
正
科
の
学
部
生
と
同
様
の
授
業
を
受
け
同
額
の

学
費
を
負
担
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
選
科
を
卒
業
し
て
も
学
士
号
を
称
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
他
大
学
の
事
例
だ
か
、
選
科
生
制
度
に
つ
い
て
は
以
下
の
研

究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
山
本
美
穂
子
「
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
の
選
科
制
度
に

つ
い
て
」（『
北
海
道
大
学
文
書
館
年
報
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

⑺ 

「
収
納
簿
」
の
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
た
関
連
情
報
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
学

費
滞
納
に
伴
っ
て
連
絡
が
必
要
と
な
っ
た
保
証
人
の
姓
名
や
、
記
載
者
姓
名
に

「
京
都
」、「
東
京
」
な
ど
と
記
載
の
あ
る
側
注
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
側
注
は
学

生
・
生
徒
自
身
や
そ
の
家
族
の
所
属
教
区
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

⑻ 
「
収
納
簿
」
の
貼
付
紙
片
は
、「
各
教
授
出
講
日
割
」（「
収
納
簿
」
一
九
二
四
年

度
所
収
、
欠
損
あ
り
）、「
立
教
大
学
商
学
部
三
年　

学
費
領
収
証
」（
個
人
名
記

載
、「
収
納
簿
」
一
九
二
四
年
度
所
収
）、「
大
正
拾
参
年
第
六
月
分
賄
料
未
収
者

調
届
」（
立
教
大
学
賄
所
東
條
誠
よ
り
立
教
大
学
事
務
所
宛
文
書
、「
収
納
簿
」
一

報
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
一
年
報　

自
大
正
十

二
年
四
月
至
大
正
十
三
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
二
七

年
、
二
三
三
～
二
四
九
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
二
年
報　

自
大
正
十
三

年
四
月
至
大
正
十
四
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
二
八
年
、

二
三
四
～
二
五
三
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
三
年
報　

自
大
正
十
四
年
四

月
至
大
正
十
五
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
二
九
年
、
二

三
三
～
二
五
二
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
四
年
報　

自
大
正
十
五
年
四
月

至
昭
和
二
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
〇
年
、
二
三
八

～
二
六
〇
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
五
年
報　

自
昭
和
二
年
四
月
至
昭
和

三
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
一
年
、
二
四
三
～
二
六

七
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
六
年
報　

自
昭
和
三
年
四
月
至
昭
和
四
年
三

月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
三
年
、
二
五
八
～
二
八
六
頁
）、

『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
七
年
報　

自
昭
和
四
年
四
月
至
昭
和
五
年
三
月
』（
上

巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
四
年
、
二
八
〇
～
三
一
二
頁
）、『
日
本
帝

国
文
部
省
第
五
十
八
年
報　

自
昭
和
五
年
四
月
至
昭
和
六
年
三
月
』（
上
巻
、
文

部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
六
年
、
二
八
八
～
三
二
一
頁
）。
以
下
、
資
料
名

を
挙
げ
る
場
合
は
『
文
部
省
年
報
』
と
略
称
す
る
。

⑶ 

立
教
学
院
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
年
史
』（
立
教
学
院
、
一
九

七
四
年
）
三
三
七
頁
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』

（
立
教
大
学
、
二
〇
〇
七
年
）、
八
三
頁
。

⑷ 

立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資

料
編
第
三
巻
、
立
教
大
学
、
一
九
九
九
年
）、
一
七
〇
～
一
七
八
頁
。

⑸ 

今
回
、
年
度
を
限
定
し
た
検
討
に
と
ど
ま
っ
た
第
一
の
理
由
は
一
九
三
一
年
度

よ
り
資
料
の
記
載
方
式
が
変
わ
り
、
前
年
度
ま
で
と
連
続
し
た
デ
ー
タ
が
取
得
し

づ
ら
い
た
め
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
一
九
三
一
年
度
の
財
団
法
人
立
教
学
院

の
成
立
を
機
に
、「
収
納
簿
」
に
限
ら
ず
在
学
者
数
推
計
に
関
す
る
学
内
資
料
が
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九
二
四
年
度
所
収
）、「
大
正
拾
四
年
第
三
月
分
賄
料
及
ビ
臨
時
品
代
未
収
者
調

届
」（
立
教
大
学
賄
所
風
間
榮
次
よ
り
立
教
大
学
事
務
所
宛
文
書
、「
収
納
簿
」
一

九
二
四
年
度
所
収
）、「
舎
生
室
割
」（
昭
和
二
年
九
月
現
在
、「
収
納
簿
」
一
九
二

七
年
度
所
収
）、
学
費
納
入
の
猶
予
に
関
す
る
メ
モ
書
き
（
学
生
よ
り
天
野
賢
一

宛
、
昭
和
参
年
五
月
三
日
付
、「
収
納
簿
」
一
九
二
九
年
度
所
収
）
な
ど
で
あ
る
。

⑼ 

「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
姓
名
の
な
か
に
は
、
単
な
る
メ
モ
書
き
と
思
わ
れ

る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
デ
ー
タ
と
し
て
採
録

し
な
か
っ
た
。

⑽ 

『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
立
教
大
学
在
籍
者
推
計
は
前
述
し
た
と
お
り
『
立
教

学
院
百
年
史
』（
三
三
七
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
学
院
」（
研
究
科
）

の
数
値
を
「
総
計
」
に
含
め
て
お
ら
ず
、
一
九
二
九
年
度
の
文
学
部
の
小
計
が
各

学
科
の
合
計
数
と
一
致
し
な
い
な
ど
瑕
疵
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
文
部

省
年
報
』
記
載
の
数
値
を
も
と
に
再
集
計
し
た
。

⑾ 

前
掲
、『
文
部
省
年
報
』、
一
九
二
三
年
度
上
巻
、
二
四
一
頁
。

⑿ 

「
学
則
改
正
認
可
申
請
書
」（
一
九
三
〇
年
二
月
二
二
日
）
の
別
紙
三
「
昭
和
五

年
度
予
算
」（
文
部
省
専
門
学
務
局
「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」
一
九
三
〇

年
四
月
三
〇
日
）、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
大
臣
官
房
総
務
課
記
録
班
分
類
文
書

（
旧
分
類
文
書
、
第
二　

教
育
門
わ
一
（
学
則
、
規
則
）
の
「
学
則
、
規
則
に
関

す
る
許
認
可
文
書
・
大
学
」
に
所
収
。
請
求
番
号
：
昭
47
文
部00122100
。
な

お
、
同
文
書
で
は
、
一
九
三
〇
年
度
の
予
算
書
に
お
い
て
、
学
部
の
学
生
定
員
は

六
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
現
在
数
は
五
〇
〇
人
と
表
記
し
て
い
る
。

⒀ 

「
学
則
」
記
載
の
第
二
十
三
条
は
左
の
通
り
（「
／
」
は
改
行
を
示
す
）。

 

　
　

 「
第
廿
三
条　

左
ノ
各
項
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ハ
学
籍
ヨ
リ
除
名
ス
／
一
、

学
業
劣
等
若
ク
ハ
疾
病
ニ
ヨ
リ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
者
／
二
、
出
席
常
ナ
ラ
サ

ル
者
／
三
、
何
等
ノ
事
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
引
続
キ
一
ヶ
年
間
欠
席

シ
又
ハ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
一
ヶ
月
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
／
四
、
在
学
六

年
ヲ
越
ヘ
尚
卒
業
セ
サ
ル
者
」（
前
掲
、『
立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
』
資
料

編
第
三
巻
、
三
七
～
三
八
頁
よ
り
引
用
）。

⒁ 

前
述
し
た
と
お
り
、「
外
国
人
姓
名
」
と
そ
れ
以
外
姓
名
の
弁
別
は
筆
者
の
恣

意
的
な
基
準
に
よ
る
た
め
、
本
稿
が
試
み
た
立
教
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生

数
推
計
や
出
身
地
域
の
推
定
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、「
収
納
簿
」
に

み
ら
れ
る
漢
字
表
記
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
立
教
大
学
在
籍
者
が
た
だ
ち
に
日
本

の
旧
植
民
地
で
あ
る
朝
鮮
や
台
湾
や
、
中
華
民
国
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、

華
人
の
居
住
地
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
や
そ
の
他
の
地
域
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
同
在
籍
者
の
出
身
地
を
「
漢
字
文
化
圏
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
の
に

留
め
た
。
当
該
年
度
の
立
教
大
学
に
在
籍
し
た
留
学
生
の
出
身
地
に
関
し
て
は
、

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

［
謝
辞
］　 

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
奈
須
恵
子
氏
と
宮
本
正
明
氏
か
ら
適
切
な
ご
助

言
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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表一〇（一）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1923年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科
商学本科 1 86 4 2 92 4 6 1 2 13 105

2 82 5 4 91 1 5 1 7 98
3 52 52 1 1 53

　　(A) 商学部本科計 220 9 6 235 5 12 0 1 3 21 256
文学本科 1 24 1 25 1 1 1 3 28

2 21 1 22 0 22
3 6 6 1 1 7

　　(B) 文学部本科計 51 2 0 53 1 1 0 1 1 4 57
(II)�本科計 (A+B) 271 11 6 288 6 13 0 2 4 25 313
商科予科 1 122 2 4 128 8 16 3 27 155

2 106 7 113 9 9 1 2 21 134

　　(C) 商科予科計 228 9 4 241 17 25 0 1 5 48 289
文科予科 1 34 1 35 1 13 3 17 52

2 20 20 4 4 8 28

　　(D) 文科予科計 54 1 0 55 5 17 0 0 3 25 80
(III)�予科計 (C+D) 282 10 4 296 22 42 0 1 8 73 369
本科予科合計 (II)+(III) 553 21 10 584 28 55 0 3 12 98 682
合計（I)+(II)+(III） 553 21 10 584 28 55 0 3 12 98 682

出典：立教大学「収納簿」1923年度より作成。
注：1）選科学生は学部生の欄に含む。
　　2）各年度の資料には誤記や重複が見られるが、それは除外した。
　　3）在籍者、非在籍者、記載者の定義や事由分類については本文の（2）集計処理方法の項を参照されたい。
　　4）空欄は原資料に当該項目の記載がないことを示す。
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表一〇（二）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1924年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科
商学本科 1 96 4 10 110 1 2 2 5 115

2 84 2 3 89 2 1 3 92
3 91 1 3 95 0 95

　　(A) 商学部本科計 271 7 16 294 1 4 0 2 1 8 302
文学本科 1 18 1 1 20 2 1 3 23

2 22 2 24 0 24
3 19 5 24 1 1 2 26

　　(B) 文学部本科計 59 1 8 68 2 0 0 2 1 5 73
(II)�本科計 (A+B) 330 8 24 362 3 4 0 4 2 13 375
商科予科 1 113 3 2 118 9 8 10 27 145

2 118 3 2 123 4 2 2 2 10 133

　　(C) 商科予科計 231 6 4 241 13 2 8 2 12 37 278
文科予科 1 35 2 1 38 8 2 10 48

2 36 1 2 39 1 1 2 41

　　(D) 文科予科計 71 3 3 77 9 1 0 0 2 12 89
(III)�予科計 (C+D) 302 9 7 318 22 3 8 2 14 49 367
本科予科合計 (II)+(III) 632 17 31 680 25 7 8 6 16 62 742
合計（I)+(II)+(III） 632 17 31 680 25 7 8 6 16 62 742

出典：立教大学「収納簿」1924年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（三）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1925年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 2 4 6 0 6
商学本科 1 108 1 1 110 4 4 8 118

2 102 3 2 107 1 1 2 109
3 77 4 81 1 2 5 8 89

　　(A) 商学部本科計 287 4 7 298 5 0 0 3 10 18 316
文学本科 1 36 3 1 40 2 1 3 6 46

2 16 16 1 1 2 18
3 23 1 1 25 0 25

　　(B) 文学部本科計 75 4 2 81 3 1 0 1 3 8 89
(II)�本科計 (A+B) 362 8 9 379 8 1 0 4 13 26 405
商科予科 1 123 3 2 128 10 10 11 31 159

2 90 2 1 93 12 12 2 26 119

　　(C) 商科予科計 213 5 3 221 22 22 0 0 13 57 278
文科予科 1 27 1 28 4 8 1 13 41

2 31 1 32 2 1 2 5 37

　　(D) 文科予科計 58 1 1 60 6 8 1 0 3 18 78
(III)�予科計 (C+D) 271 6 4 281 28 30 1 0 16 75 356
本科予科合計 (II)+(III) 633 14 13 660 36 31 1 4 29 101 761
合計（I)+(II)+(III） 635 14 17 666 36 31 1 4 29 101 767

出典：立教大学「収納簿」1925年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（四）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1926年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 7 7 0 7
商学本科 1 87 1 2 90 2 3 5 95

2 107 1 108 5 1 1 7 115
3 103 3 106 1 1 107

　　(A) 商学部本科計 297 2 5 304 7 1 0 2 3 13 317
文学本科 1 32 5 37 3 1 2 6 43

2 32 2 34 1 1 35
3 17 17 1 1 18

　　(B) 文学部本科計 81 7 0 88 3 1 0 1 3 8 96
(II)�本科計 (A+B) 378 9 5 392 10 2 0 3 6 21 413
商科予科 1 127 4 4 135 3 14 3 20 155

2 110 3 2 115 6 1 1 1 1 10 125

　　(C) 商科予科計 237 7 6 250 9 15 1 1 4 30 280
文科予科 1 43 4 3 50 2 5 1 3 11 61

2 24 24 2 2 4 28

　　(D) 文科予科計 67 4 3 74 4 7 0 1 3 15 89
(III)�予科計 (C+D) 304 11 9 324 13 22 1 2 7 45 369
本科予科合計 (II)+(III) 682 20 14 716 23 24 1 5 13 66 782
合計（I)+(II)+(III） 689 20 14 723 23 24 1 5 13 66 789

出典：立教大学「収納簿」1926年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（五）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1927年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 4 1 5 3 1 4 9
商学本科 1 99 3 1 103 4 2 6 109

2 86 1 87 4 1 1 6 93
3 105 1 106 1 1 1 3 109

　　(A) 商学部本科計 290 5 1 296 9 4 0 1 1 15 311
文学本科 1 22 22 3 1 4 26

2 31 2 33 1 3 4 37
3 32 32 1 1 1 3 35

　　(B) 文学部本科計 85 2 0 87 4 2 3 0 2 11 98
(II)�本科計 (A+B) 375 7 1 383 13 6 3 1 3 26 409
商科予科 1 88 5 1 94 6 7 2 20 35 129

2 150 7 5 162 23 8 1 33 65 227
3 121 8 2 131 7 5 1 13 144

　　(C) 商科予科計 359 20 8 387 36 20 0 3 54 113 500
文科予科 1 24 1 2 27 2 4 4 10 37

2 37 4 5 46 4 8 15 27 73
3 33 1 34 4 2 1 2 9 43

　　(D) 文科予科計 94 5 8 107 10 14 1 0 21 46 153
(III)�予科計 (C+D) 453 25 16 494 46 34 1 3 75 159 653
本科予科合計 (II)+(III) 828 32 17 877 59 40 4 4 78 185 1062
合計（I)+(II)+(III） 832 33 17 882 62 40 4 4 79 189 1071

出典：立教大学「収納簿」1927年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（六）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1928年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 4 2 6 2 1 1 4 10
商学本科 1 122 1 1 124 4 1 1 1 7 131

2 97 97 2 2 4 101
3 87 1 88 1 3 1 5 93

　　(A) 商学部本科計 306 2 1 309 7 4 1 3 1 16 325
文学本科 1 33 1 34 2 2 1 5 39

2 22 22 1 2 3 25
3 32 2 34 3 1 4 38

　　(B) 文学部本科計 87 3 0 90 3 5 2 1 1 12 102
(II)�本科計 (A+B) 393 5 1 399 10 9 3 4 2 28 427
商科予科 1 182 2 184 19 19 5 46 89 273

2 159 4 163 6 9 8 44 67 230
3 136 6 142 3 11 1 15 157

　　(C) 商科予科計 477 12 0 489 28 39 14 0 90 171 660
文科予科 1 90 4 94 13 8 4 36 61 155

2 49 2 2 53 7 5 4 1 15 32 85
3 37 2 39 6 1 7 46

　　(D) 文科予科計 176 8 2 186 26 13 9 1 51 100 286
(III)�予科計 (C+D) 653 20 2 675 54 52 23 1 141 271 946
本科予科合計 (II)+(III) 1046 25 3 1074 64 61 26 5 143 299 1373
合計（I)+(II)+(III） 1050 25 5 1080 66 62 27 5 143 303 1383

出典：立教大学「収納簿」1928年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（七）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1929年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 2 2 0 2
商学本科 1 134 1 135 10 2 2 14 149

2 120 120 1 1 1 1 4 124
3 95 95 2 2 4 99

　　(A) 商学部本科計 349 1 0 350 11 3 3 0 5 22 372
文学本科 1 42 42 12 3 3 18 61

2 28 1 29 3 2 1 6 35
3 24 24 1 1 24

　　(B) 文学部本科計 94 1 0 95 15 0 5 0 5 25 120
(II)�本科計 (A+B) 443 2 0 445 26 3 8 0 10 47 492
商科予科 1 192 14 206 13 11 9 1 34 240

2 183 12 2 197 12 4 4 5 25 222
3 151 2 153 9 3 4 3 19 172

　　(C) 商科予科計 526 28 2 556 34 18 17 5 4 78 634
文科予科 1 77 12 89 12 11 9 1 33 122

2 89 2 91 4 2 5 1 12 103
3 44 3 47 5 2 7 54

　　(D) 文科予科計 210 17 0 227 21 13 16 0 2 52 279
(III)�予科計 (C+D) 736 45 2 783 55 31 33 5 6 130 913
本科予科合計 (II)+(III) 1179 47 2 1228 81 34 41 5 16 177 1405
合計（I)+(II)+(III） 1181 47 2 1230 81 34 41 5 16 177 1407

出典：立教大学「収納簿」1929年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。
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表一〇（八）　年度別事由別立教大学在籍者数・記載者数推計（1930年度）� （単位：人）

学部・学科・学年 事由別記載者内訳 記載者合計
（在学者小計＋
非在学者小計）

事由別在学者内訳
学部学科 学年 なし 休学 在学その他 在学者小計 退学 除名 除籍 死亡 不詳その他 非在学者小計

(I)�研究科 3 1 4 0 4
商学本科 1 150 1 151 12 1 1 14 165

2 126 1 127 3 3 1 1 8 135
3 115 2 1 118 1 2 1 4 8 126

　　(A) 商学部本科計 391 4 1 396 15 5 3 1 6 30 426
文学本科 1 45 1 46 3 1 1 1 6 52

2 36 1 37 5 1 2 1 9 46
3 29 1 30 1 1 1 3 33

　　(B) 文学部本科計 110 3 0 113 8 2 4 1 3 18 131
(II)�本科計 (A+B) 501 7 1 509 23 7 7 2 9 48 557
商科予科 1 149 9 4 162 8 10 6 4 28 190

2 182 17 199 13 4 3 1 3 24 223
3 200 8 208 7 2 4 13 221

　　(C) 商科予科計 531 34 4 569 28 14 11 1 11 65 634
文科予科 1 85 4 89 5 1 2 1 6 15 104

2 63 7 70 11 4 5 3 23 93
3 67 3 70 4 2 1 1 8 78

　　(D) 文科予科計 215 14 0 229 20 7 8 1 10 46 275
(III)�予科計 (C+D) 746 48 4 798 48 21 19 2 21 111 909
本科予科合計 (II)+(III) 1247 55 5 1307 71 28 26 4 30 159 1466
合計（I)+(II)+(III） 1250 55 6 1311 71 28 26 4 30 159 1470

出典：立教大学「収納簿」1930年度より作成。
注：表一〇（一）と同じ。




